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アジ化鉛含有シー ト状起爆薬

生 沼 仙 三*

酢酸鉛のシート状成形物をアジ化ナトリウム水溶液で地理してアジ化鉛のシート状成形物を

得る方法を検討し.厚さ0.7-1言9mm,癖皮 0.32-日g/cc,アジ化鉛含有量 38-77% の目

的物を得た｡燥速は 1,000-2,600m/sec｡このシートより切り出したペレットは PETN等を

起爆することができた｡

1. 片 目

起爆…掛ま一般に火工晶に用いられているが.非常に

鈍感なものであるから,安全な火工晶にするまでの収

扱工程数をできるだけ少なくすることが爆発部故防止

の面においては必聾であろう｡

このような方汝としては.所望形状の成形物中に起

燦薬を生成させればよいことが考えられる｡

朗報L)においては,その研究の一つとして,綿糸,

麻糸などのヨリElや鞄椎閥にアジ化鉛を生成させる方

法によJ)小雀導爆線の製造を拭みたが,本鰍こおいて

は,シート状樹脂成形物中にアジ化鉛を生成させる方

法を検討した｡そして得たアジ化鉛のシート状樹脂成

形物について.起爆薬として利用するに際し.必弾と

思われる爆速,起爆力,感姥などを調べた｡

2. 兎験と轄果

2.I8 #

バインダーとして用いた樹脂は,アセチル化度52%

のアセチルセルロースと,ブチラール化度 78% のブ

チラール樹脂である｡溶剤は.アセトンとフルフリル

アルコールの混合物を用いた｡

アジ化鉛書も 酢酸鉛とアジ化ナトリウムよl)つくっ

た｡その酢酸鉛は,試薬1級の3水盤を70℃ で脱水

し,冷却後粉砕し,150メッシュより小さい粒度のも

のを用いた｡アジ化ナトリウムは試薬1級晶である｡

没逮促進物として.東洋炉紙製.粒度 100.-200メ

ッシュの折紙粉末 (セJt,T]-ズパウダー),拭兆 l級

のアセトアミドおよびジェチル尿素を用いた｡

2.2 原料シートの開封

小径導爆線の場合には,糸のヨリFlや線維問に硝酸

鉛の結晶を含ませ,それをアジ化ナトリウム水路続で

処理して製造したが,アジ化鉛のシート状成形物を作
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るには,単に酢酸鉛をバインダーで成形したものをア

ジ化ナトリウム水溶液で地理しても得られない｡アジ

化ナトリウムが染透しないからである｡そこで,その

浸透を促進させるものを加え,酢酸鉛をバインダーで

成形した｡その調製法は下記のようである｡

バインダーを溶剤にとかし,それに酢敢鉛と段通促

進物を加えて浪合する.次にその混合物を底の平らな

ガラス容器に流し込み,乾塊用塩化カルシウム入りデ

シケーター中に一長夜静置し.アセトンを除去し,原

料シートを得る｡

用いた各試料は韮丘比で,′{インダー 3,アセトン

25-30,フルフリルアルコール0-10,酢酸鉛 3-10.

泣遼促進物 0-10である｡この際フルフリルアルコ

ールは,高沸点のものであるから塩化カルシウムに吸

収されず,用いた最がそのまま原料シートに含まれて

いるものと思われる｡

そのシートは,フルフリルアルコールが多くなるに

つれてやわらかくなり,酢酸鉛,浸透促進物が多くな

るにしたがってかたくなる傾向を示した｡そして.ア

セチルセルローズの代りにブチラール樹脂を用いたも

のはやわらかいことが認められた｡

汝透促進物を含まない原料シート,また段通促進物

としてアセトアミドまたはジェチル尿素を含む原料シ

ートについては.前記成形ガラス容器に付#･している

ものをそのまま次の地理に供した｡iii一紙粉末を含む峠

料シートについては,セロノ､ンシートで被宿した成形

ガラス容番で製造したが,原料シートをセtZ′､ンシー

トより朝顔し,次の地理を行なった｡

2･3 アジ化鈴の生成

梯料シートをアジ化ナトリウム水溶紋に泣訴し,つ

いで水洗.乾燥した｡その際,アジ化ナトリウム水終

液は所定浪度にし,計昇量の 10-15倍量を用いた｡

アジ化鉛の定立は,試料款 10mgを搾取し.バイ
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ンダーをアセトンにとかし.碑酸銀-チオシアン酸ナ

トリウム法I)で行なった｡

その結果.低浪庇のアジ化ナトリウム水辞液で処理

するとシートの外鰍こ多瓜のアジ化鉛が生成するが,

高濃度のもので処理するとほとんどシート内にのみ生

成し,しかもアジ化鉛の生成が速いことが認められ

た｡その一例をFig.tに示した｡
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のフルフリルアルコール丑払 そのシートに可艶性を与える効果

と.アジ化ナトリウム水溶液の没適性をよくする劾県

がある｡Fig･2はその浸透性について飼べた

結果である｡フルフリルアルコールを含まないものは

.長時間の投法を婁することが宵められた｡投適促

進物を含まず,フルフリルアルコールだけを含むものも

同様である｡これら二つが弗存して,アジ化ナト1

)ウム水辞液の最適任が良好になり.十分,酢紬 とア

ジ化ナトリウムの複分解反応がおこり,アジ化鉛のシート状

成形物が得られることが判明した｡Fig.=こそれら

の爽政結果の一例を示した｡Photo.は称られた

アジ化鉛のシート状成形物である｡アセトニルアセ

トン,原料シートに残存するアセトンなどもフルフリルアルコールと同株の効果を有する

ことを穂かめた｡これらのことから,
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nAJldweightpercentoElendAZide
whichdepositedins

heet.紙粉未を用いたものからは,比較的癖虎

の大きいものが得られた｡その癖皮は.アジ化飴B.

炉耗粉末蕊に彫申され,フルフリルアルコール丑に

はほとんど鱒されないことが薄められた｡これらの結果をT

8blelに示した｡Fig.4,Fig･5はその一郎を図示したも

のである｡/{インダーとして.アセチルセルt7-

ズを用いたアジ化鉛のシート状成形物は,湿潤状感に

おいては柔軟であるが,乾燥状糠ではかたくでもろい

｡ブチラール桝臓を用いたものは.湿潤,乾塊のいず

れの状鰍こおいても柔軟であるが.後の状旗の方がか

たい｡そのかたさは,アジ化鈴虫が多くなるにしたがって増す供向
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ジ化鉛色は.原料シートを作る麻の最適促地物虫,′.'インダーとして用いる

アセチルセルf7-ス

やブチラール樹脂などによって泉なるが.一般的には

射%が限度であった｡2.4 火兼的性質上妃の

ようにして製造したアジ化飴のシート状成形物は,マ･

}チ.点火玉などで点火ナると爆発するが,.ァジ化飽食 4
0-45% 以下のものは伝伸しにくい｡Table

2の爆連は,アジ化鉛のシート状成形物を帯状に切断し.

それを鉛板上にセロテープで固定し,更にそれをセt

,テープで被親し,イオンギャップ法lIで軸定した伍である｡それによると砂状物の餌が



TAtlle1 CompositionsoLoriginalsheetandoHinAlone

No. OriginalSheet FinAl8hce
tLead BiTlder Fxrfuhr芳1 Reaction1 LTTdd UenSity T
hicknessAcetate(g) (g) ACOO(g) 8cceeratOr(g) aZJe(鶴

) (g/cc) (mm)I 6 ButyrzLt 3resin 5 Cellulose

5powder 38.4 0.54 -2 // ′
′ ′′ 2.5 ′′ ′′ 39.2 0.57 I.33 // ′′ ′′ ち ′′ 3 46.8

49.9 0.64 〟4 ′′ ′′ 〝 ′′ 〝 7 0.45 I.65 9 〟 ′
′ ′′ II 5 0.67 1.ラ6 12 ′′ ′′ ′′ 〟 ′′ 57.5 0.75 1

.47 18 〟 ′′ ′′ 〟 ′′ 65.4 0.90

I.38 30 〟 ′′ 〟 ′′ ′′ 77.0 1

.ll ′′9 6 cAe7m.sea ′′ ′′ ′
′ 45.8 0.78 I.2lO ′′ ′′ 〝 7.5 ′′
′′ 41.8 0.92 0.9ll ′′

′′ ′′ 2.5 ′′ ′′ 39.4 0.88 1.1Ⅰ2 ′′ ′′ ′′ 10 IXelhyl lOtJrea 56.

9 - ′′!3 ′′ ′′ 〝 5 慧 l° 53.
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0.40 I.317 9 ′∫ ′/ ′′ /′ // 62.2 0.,2 L.418 6 /′ ′/ ′′ ′′ // 56.
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.66 57.5 0.75 Ixl5xO.14 .70
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TAB)e3 1JlitiationtestindetonAtOr

No. SheettypepeI]cL tlaSCC11llr耶 Judgrne

nlDerL9ity(g/cc) PbN○contcnt(6%) Numt児rOfp

ellet5 0.67 49.9 I PETN

exploS'lOn′′ ′′
′′ ′′ RDX ′′′′ ′′ ′′ 〟 Tetryl rLOn一斑ploSit)rL

′′ ′′ ′′ ′′ ′′ explosion6 0

.75′′′′ 57.5 I

PETN explosion
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Tetryl ′′7 0

.90 56.4 1′′′′

Pm l explosion′′ ′′ ′′ R

DX ′′′′ ′′ ′′ Tetryl ′′14 0.38 56.I I PETN expl

osion′′ ′′ ′′′

′′′′′ ′′ RDX norLぺXp

]OSion′′ ′′ 2 ′′ explos
iott′′ ′′ 5 T

eLryI ′′′′ ′′ 7 ′′ nob-e

7叩losion17 0.32 62.2

1 PETN explosion′′ ′′ ′′
′′ RDX ′′′′ // ′′ 3 Tel

ryl non-explosion′′ ′′ ′′ 7 /′ explosion

19 0.40 51.4 I PET

N norL1江PⅠ0Sion′′ ′′ ′′ ′′′′′′ ′′ cXplOsion′′ ′′ ′′ RDX norL一也PloSiorL′′ ′
′ ′′ 〟 explosionUse

dpellet;5.6mmやThenumt氾rSinthe点rstcolumnare(hesameaSthos

eoETat)leI.飴最の少ないものにその

僻向が強い｡燦圧は,I/4pd2により求めた｡

pは密度.dIま燈速である｡このシートによt

)Pm .RDX,Tetrylを起爆させるテストを行なった

｡爆薬 0.5gを6号工蒸留管の銅管体に装

てん (糞てん癒産 1.0-日)し.その上に直径 5･

6mm の円形に上紀

シートより切りぬいたペレットを位き,点火玉を装著し

,鉛板上の燥痕により爆薬の偉否 を判定した｡その結果は TablC3のようであI).P

ETN,RDX,Tetrylの煩で多くのペレットを要した｡

また上紀シートの感度を知るため,摩擦続映と存つい就験を

行なった｡摩擦釈放には,BAM式統験機を

用いた｡拭行回数は10であり,lcmXlcmの群料を摩擦板上に

但き.熔否の判定は爆音の有無で行なった｡ 落つい

試験は.5kg′､ンマーの耽駿税を用い,2佃

の解珪コ｡(1cm≠Xlcm)の岡に lcmxl

cm の駄科をはさみ,I/6億点における蕗高

を求めた｡これらの英敢結果は.Fig.6,Table4に

示した｡その紬 において.JIS規格にしたがわず就

料の大きさを定めなかったので,御られた併を他の爆

薬や起爆薬と直接比較できないが,一応鈍感なもの

であると雷えよう｡取扱いが容易であることが推糾

される｡3. 鈷 陣炉耗粉末.アセト

アミドまたはジェチル屠蘇.フル79ルアルコール.酢酸鉛を含むシート状樹

畑成形物をアジ



･享仁
-O-:No.5,I.4mm
-×-;No.6,1.5mm
-ロー.;No.18,1.0mm
ThethicknessolthesamplesArediqerent
fromthoseoEthesamenumt妃rinTableI,
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Fig.さFrictiontestwithDAMtestJTIAChine

T&ble4 Fdlllammertest(WeightoE
hmmer:5kg)

Thethiclm鰯 O
fthe8anPl匂 iSdiuereJlt血omthoBeOfthe終mentntu jJI

TAble1,though compositionsofthe.SZLmPl匂uSedAr
etheSiLmeJLSth05einT

able1.Viali弧9.1糾 ては鈍感で

あり,起爆力について臥 Pm ,RDX,Tetrylを

赴燥し得る力があることが薄められた｡本部達法は

,ァジ佃鉛の生成,成形に降し,願 などが生じないので非常に安全である｡得られた

ものを雷管用起爆薬またはそのま

ま起爆火工晶として用いる場合,シートの坪さがたり

ないときは,二,三枚のシムトを接

軌 加工すれば利用できると思われる｡仲 兄本研究をまとめるに当9,永島容二

伸氏から適切な助昔を得た｡また漁連難産に原しては,日下

部正夫.亜麻



AAiれiti&tiTLgeZPhBiyeofBheettype

BySenzoOintLm&

An initiathgexplosiveoEsh能ttype WaspreparedbytheFollowingmethodand

itsexplosivebehviorswereexamined.

TheorigiJlalsheetsweremadebymixingleadacetateandfurfuryl&lcoholwith

&cetoamide,cellulosepowder,8ccthylcelluloseorbutyralresin.
Theywqetreatedwith80dium BLZiideaqueous801ution,andleadaBidedeposited

insheets.Afterbeingwa8hedmddried,theShoet8WereteStedwithadrop-haJnner

machineandaBAN testmachine.

TheresultsofthetestsiJldicatedthattheshcctswerenotdzLngemu8.Butthey

wereeBLSilyinitiatedtodetonationwithLlaJne.

Thedetona:tionvelocitystmdsbetween970m/seeaJld2,570m/班C.Adisctype

pelletofthesesheetscouldinitiatehigh explosivessuchasPETN,RDXzLndtetryl.

(NationalChemicalLaborAtoryforlndustry,SeventhDiyisionHiraltuh,KanAgAwa)
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爆薬の切替えが生産を増進する｡

CAnAdianMININGJORNALJtlne1974

小雀のウォータゲル爆薬と,新しい装填技術によ

って St.LawrenceColt)nbium皮MetaIsは上孔

への装;私 二次発破の破砕に堅する時関の克由や,

作某地中を高めてきている｡

h pontの空気装填投と小径クオータゲルの

"ToVexJ'を使用している鉱山で "ToVex"SD

薬包を上孔に用 いて1フィート当りの装填感度 を

0.90ポンドからl.65ポンドに変えてきている｡

爆非の全点は-孔当り約 50% の輔加になってき

ている｡作東且は5分間以内に75フィートの発破孔

に紫苑することができ,手作薬では20-30分を寅し

ていた｡

鉱山の監督者である EdL旬aultはこの新しい方

法による破砕括弟は=次発破か爽質的に汝ってきた

こと.作桑倍率が上ってきたことから庇れていると

いっている｡

これらの有利なことから空気浪墳椴と小径ウオー

タゲル爆薬とを組合わして長孔発破に使用されるこ

とになるであろう｡

St.LawrenceColmbinedで壮 DupontoL

Can8da の小径クオータゲル爆薬を租刷や=次発破

に約18カ月好田に使用してきている｡

鉱山管理者の GeolgCShcaineによればケ*-
タゲル倍苑の空気装填を露天銘鉱に苛んだことは,

st.hwrenceColJmbium で速成できた叔近の焼

串の一つの安田である｡

ダイナマイトに比べ,も19と布いJZ柑比の称られ

るウオーダゲJL,爆薬は穿孔/{ターンを変える可偽性

がある｡速い生薬による時間の短府が速成できたこ

とは億兆自体のコストにも関連づけられる｡

これらのコストの箕Fは対比できないであろう｡

そこでこの新しい方法による利点は次の= つ とな

る｡ 1)感度の低いウオターゲル畑燕を使用するこ

とによる安全性の増加."NG"による輔痛 の除去,

2)破砕がよい,2次発破の減少,作業効率の増加,

装薬コストの低汝｡ (岩武)
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